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【補助事業概要の広報資料】 

補助事業番号 ２４－５６ 

補助事業名  地球温暖化対策等に貢献するエンジニアリングの調査研究 

補助事業者名 一般財団法人 エンジニアリング協会 

 

１．補助事業の概要 

 （１）事業の目的 

 （２）実施内容 

① 国際競争力強化を目指した人材育成の実施 

 

 国際競争力強化のために、欧米のエンジニアリング企業との差をなくし、海外

プロジェクト等大型のプロジェクト遂行の中心的役割を担うプロジェクトマネジ

ャー等のキーパーソンの開発･育成が求められている。 

本事業では将来のエンジニアリング産業の担い手となる学生に対してエンジニア

リング産業研修会を東京、大阪で実施し４５０名の学生が参加した。またエンジ

ニアリング体験セミナーや各大学で実施したエンジニアリングマネジメント講座

に多くの学生が参加し、エンジニアリング産業のプロモーションに貢献した。 

また、海外、特に東南アジアに進出している日系エンジニアリング企業の現地

従業員を中心としたローカルスタッフに対して、系統立てたプログラムを企画・

検討することによりプロジェクトマネジメントセミナーを実施し、技術の向上に

努めた。 

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

エンジニアリング産業懇談会（東京） エンジニアリング産業懇談会（大阪） 

海外拠点 PMセミナー(バンコック) 
エンジニアリング体験セミナー(レゴ演習) 

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24
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２．予想される事業実施効果  

① 国際競争力強化を目指した人材育成の実施        

国際競争が激化し、欧米のエンジニアリング企業との差をなくし、海外プロジ

ェクト等大型のプロジェクト遂行するキーパーソンの開発･育成が求められてい

る。 

大学におけるエンジニアリングマネジメント講座の開設や、エンジニアリング産

業研修会、エンジニアリング体験セミナー等に多くの学生が参加したことにより、

エンジニアリング業界の将来を担う人材の育成につながるとともにエンジニアリ

ング産業の社会的意義と産業界の認知度の向上につながってくる。 

また多くの日系エンジニアリング企業や関連企業が進出している東南アジアに

おいてもその人材育成プログラムは十分ではなかったが、タイ、マレーシア、イ

ンドネシアおよびベトナムにおける PMセミナーが好評であったため、今後参加者

の増員や開催地の増加も見込まれる。 

 

                             
 

 

３．本事業により作成した印刷物等 

① 国際競争力強化を目指した人材育成の実施 

・平成 24年度 「国際競争力強化を目指した人材育成の実施報告書」 (100部) 

・上記 CD （2部) 

・エンジニアリング産業研修会ポスター   (100部) 

・エンジニアリング産業研修会パンフレット  (4,000部) 

・エンジニアリング体験セミナー2012パンフレット      (2､000部) 

・キャリア支援セミナー仙台パンフレット             （1,000部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外 PMセミナー（クアラルンプル） 海外 PMセミナー（ジャカルタ） 

キャリア支援セミナー(仙台)パンフレット 
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（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 

・エンジニアリング産業研修会パンフレット 

・「国際競争力強化を目指した人材育成の実施報告書」 

 

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24
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４．事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会  

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号：03-5405-7201 

F A X  ：03-5405-8201 

E-mail ：miyajima@enaa.oro.jp 

ＵＲＬ ：（http://www.enaa.or.jp） 

 

 

 

mailto:miyajima@enaa.oro.jp
http://www.enaa.or.jp/


【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  24-56 

補助事業名   平成２４年度 先導的エンジニアリング力向上の為の調査研究補助事業 

        （事業項目名：② 震災復興と資源循環のための社会システムの調査研究） 

補助事業者名  一般財団法人 エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

震災復興と資源循環のための社会システムの構築を目指し、バイオマス利活用促進

と震災復興への貢献のためのバイオマスのボトルネックを抽出し、国内の現状に見合

った、インセンティブのありかたを探求する。また、現在の静脈物流について、より

高効率で環境配慮型の物流形態を実現する方策を見出す。 

（２）実施内容 

① 日本の風土に沿ったバイオマス循環社会の提案（バイオマス利活用のあるべき姿と

震災復興への貢献） 

・ バイオマス利活用プラントと、先行技術の継続調査。 

・ バイオマス利活用に関する、国内外の法制度の比較と評価(インセンティブのあ

り方評価)。 

・ 震災復興に向けた、バイオマス循環社会への提言。 

 

木質バイオマスリサイクル工場視察状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



廃棄物処理工場視察状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会風景写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 環境配慮循環型ロジスティックシステム構築のための方策の提案 

・ 先進的な静脈物流システムと広域再生利用の調査とその活用。 

・ 震災関連の静脈物流の調査。 

・ 環境配慮型ロジスティックシステムの概念構築。 

 

 

   

 



宮城県石巻ブロック災害廃棄物仮置き場状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市災害廃棄物受入状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地でのヒアリング状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 

 

２ 予想される事業実施効果 

本調査研究は、東日本大震災で顕在化した、がれき処理など現在の廃棄物物流シ

ステムに係る問題点への対応、震災廃棄物のひとつである木造住宅や樹木等の木質

系バイオマスのエネルギーとしての再利用など、有効活用やリサイクルの促進を中

心課題に据えて検討したもので、本調査研究の効果は、木質系バイオマスのエネル

ギー利用等を進めるものであり、震災廃棄物の処理に留まることなく、一般廃棄物

等のエネルギー利用等、事業の発展性が考えられる。加えて、震災廃棄物の物流シ

ステムについては、港湾施設の有効活用が考えられることから、施設整備に関する

発展性も考えられ、エンジニアリング産業にとって新たなビジネスの創出や体質強

化につながることが期待される。 
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３ 本事業により作成した印刷物等 

平成24年度 震災復興と資源循環のための社会システムの調査研究報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会  

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号：03-5405-7201 

F A X  ：03-5405-8201 

E-mail ：miyajima@enaa.oro.jp 

ＵＲＬ ：（http://www.enaa.or.jp） 

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24
mailto:miyajima@enaa.oro.jp
http://www.enaa.or.jp/


【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  24-56 

補助事業名   平成２４年度 先導的エンジニアリング力向上の為の調査研究補助事業 

（事業項目名：③海水中レアメタル等捕集可能性調査）  

補助事業者名  一般財団法人エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

省エネルギーやＩＴ等の最先端技術の発展に伴い、レアメタルやレアアースの需要

が増加している。しかし、陸域レアメタル資源の埋蔵は地域的に偏在しており、供給

構造は極めて脆弱となっている。 

一方、海水中には低濃度ではあるが膨大な量のレアメタル等が溶存している。 

本調査は、レアメタル資源の将来展望、国内外の海水中レアメタル捕集技術の現状

や取組み状況を調査・検討し、海水中レアメタル等捕集技術の実用可能性を評価する

とともに、併せて、当該技術の実用化開発へのインセンティブを高めることを目的と

する。 

 

（２）実施内容 

  ①海水中レアメタル等捕集可能性調査 

   海水中に溶存するレアメタル等捕集技術に関する技術動向を調査するとともに、当該

技術の実用可能性を評価するため、「海水中レアメタル等の捕集技術に関する実用可能

性調査研究委員会」を設置・開催した。 

また、海水中レアメタル捕集技術に関する調査結果、委員会の検討結果等を踏まえて、

「海水中レアメタル等捕集可能性調査報告書」を取りまとめた。 

 

    
モール状又はロープ状吸着成形剤、     膜状吸着成形剤を使用する採取 

直列型自立浮遊採取システム案       システム案 

  



  ②委員会の開催状況 

   第1回海水中レアメタル等捕集可能性調査委員会開催（平成24年11月2日） 

   第2回海水中レアメタル等捕集可能性調査委員会開催（平成25年1月17日） 

   第3回海水中レアメタル等捕集可能性調査委員会開催（平成25年3月8日） 

 

     
委員会開催風景 

（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 

２ 予想される事業実施効果 

鉱物資源の開発における最大の課題は、鉱物の採掘や選鉱製錬の過程において、多

量に発生する廃棄物の処分である。このため、我が国において、金属鉱物資源の開発

は殆ど行われていない。一方、海水中のレアメタル捕集に関しては、海水中の濃度が

低く、現状、経済性に乏しいことが課題であるが、反面、処分に問題となる廃棄物が

殆ど発生しないことから、本補助事業の成果をベースに研究開発を継続することで、

世界に例のない、鉱害問題の殆どない鉱物資源の開発につながる可能性がある。 

３ 補助事業に係る成果物 

海水中レアメタル等捕集可能性調査報告書（印刷物） 

 

 

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会  

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号：03-5405-7201 

F A X  ：03-5405-8201 

E-mail ：miyajima@enaa.oro.jp 

ＵＲＬ ：（http://www.enaa.or.jp） 

 

mailto:miyajima@enaa.oro.jp
http://www.enaa.or.jp/


【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  24-56 

補助事業名   平成24年度 先導的エンジニアリング力向上の為の調査研究補助事業 

（事業項目名：④地熱発電の技術・環境課題の調査研究） 

補助事業者名  一般財団法人 エンジニアリング協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

９０年代後半からの地熱発電所建設の停滞期の理由等を整理すると共に、今後の地

熱発電所建設において自然環境保全を確実に行なうための“技術的基盤の整備”と“地

域との合意形成・共生手法等の検討”の２項目の調査検討を目的とする。技術的基盤

の整備では、国内外の法制度・技術面・社会面の最新動向や研究成果を調査し、地域

との合意形成・共生手法については、既設発電所の地域との関係構築の経緯等の調査

結果に基づく検討結果を示す。さらに、平成２４年３月に発出された環境省・新通知

「国立・国定公園内における地熱開発の取扱について」に示された優良事例５条件に

対する環境ガイドライン骨子案を提案する。 

 

（２）実施内容 

① 技術課題の調査/対応策検討，環境課題の調査/対応策検討 

技術課題と環境課題と合わせて、課題の調査と対応策の検討を実施した。 

・地熱発電所建設停滞期の原因，平成２３年度の国の委員会等の検討内容の調査 

・地熱発電所設置に対する法的規制の調査検討 

・地熱発電所事業における環境リスクと同リスクに対する技術的課題の検討 

・環境負荷軽減技術の最新動向および今後の対応策の検討 

・合意形成および地域共生方策の検討 

（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 

② 海外地熱先進国中心の調査・ヒアリング 

海外地熱先進国の地熱発電に係る環境保全対策等については、文献資料調査は環境

省が実施したアイスランド，ニュージーランド，ケニアでのヒアリング調査結果、経

済産業省が行ったインドネシア，フィジー諸島，インド，エチオピアなどの地熱関連

プロジェクトの立地可能性調査結果等、および環境アセスメント学会誌の地熱特集号

などの文献資料を入手した。これらの文献資料調査結果は、調査目標を十分達成した

ものと考えられ、海外現地調査は行わなかった。 

 

③ 環境アセスメント手法/評価基準等の検討 

「国内地熱発電所の環境対策や合意形成手法等」および「国内計画事案の状況」の

文献資料調査を行うと共に、代表的な国内地熱発電所と国内計画事案を対象に、ヒア

http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24


リング調査を行った。また、２０１３年４月より完全施行される環境影響評価法によ

るアセス手続きを解説すると共に、環境省・優良事例５条件に対する環境ガイドライ

ン骨子案を作成した。 

 

２ 予想される事業実施効果 

1)優良事例５条件に対する対応策等に関する具体化の進展 

本調査研究では、オブザーバーとして、経産省や環境省等に参加頂いたうえで、環境省・

優良事例５条件に対する環境ガイドラインの骨子案の提案を試みた。本調査研究での骨子

案の提案を契機に、優良事例5条件に対する対応策等の具体化が進展する可能性はある。 

2)合意形成ツール等の最新技術の適用性研究の開始 

本調査研究を契機に、合意形成ツールとして活用が期待される事前景観検証ツールやエ

コロジカル・ランドスケープ技術などの実地での適用性評価に関する研究が開始される可能

性もある。 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

平成２４年度 地熱発電の技術・環境課題の調査研究 報告書 

（http://www.enaa.or.jp/jra-subsidy-business/h24） 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人エンジニアリング協会  

住  所： 〒105-0001 

東京都港区虎ノ門3-18-19（虎ノ門マリンビル10階） 

代 表 者： 理事長 高橋 誠（タカハシ マコト） 

担当部署： 総務部 

担当者名： 部長代理 宮島 信一（ミヤジマ シンイチ） 

電話番号：03-5405-7201 

F A X  ：03-5405-8201 

E-mail ：miyajima@enaa.oro.jp 

ＵＲＬ ：（http://www.enaa.or.jp） 
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